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1． プライマリ・ケアの基本要素、ACCCAについて固有の特性はどれか。

(1) 近接性

(2) 包括性

(3) 継続性

(4) 責任性

(5) 協調性

A (1), (2), (3)   B (1), (2), (5)   C (1), (4), (5)   D (2), (3), (4)   E (3), (4), (5)

2． プライマリ・ケアの歴史において正しいのはどれか。

A　リオ宣言：保健・医療・福祉にわたる包括的なサービス

B　ドーソン報告：健康増進

C　アルマ・アタ宣言：環境・開発のための行動計画

D　オタワ憲章：2000年までに全ての人に健康を

E　WHO憲章：健康の定義

３．疫学に関する概念や用語について正しいのはどれか。

A　「外的妥当性」とは、想定された観察結果と研究結論の対応の正しさをいう。

B　「内的妥当性」とは、研究結果が一般性をもっているかどうかである。

C　「有病率」は、疾患の自然歴を評価するのに適している。

D　「陽性反応的中率」は、事後確率である。

E　「前向き研究」は、「後ろ向き研究」に比べて迅速・安価という特徴をもつ。

４．生活習慣病の一次予防においてもっとも適切な効果の指標はどれか。
A　有病率

B　平均余命

C　罹患率

D　死亡率

E　致命率

５．喫煙と健康について誤っているのはどれか。
A　わが国の喫煙率は近年著しく低下し、男女とも欧米諸国に比べると低い水準にある。
B　喫煙によって肺だけでなく喉頭や食道に係るがん罹患率も高くなる。
C　妊娠中の女性が喫煙し続けると、胎児の発育が妨げられ低体重児が生まれやすい。
D　副流煙は主流煙に比べて、一酸化炭素が高濃度に含まれる。
E　禁煙すれば肺がんによる死亡率は次第に非喫煙者に近い水準まで低下する。
６．日本人の死亡について正しいのはどれか。
(1) 三大成人病による死亡順位は、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の順である。
(2) 三大成人病による死亡数は、日本人の死亡総数の8割を占める。
(3) 近年のわが国の年間死亡者総数は約60万人である。
(4) 脳血管疾患を脳出血と脳梗塞に分けると、脳梗塞の死亡率の減少が著しい。
(5) 悪性新生物のうち、死亡率が減少しているのは胃がんと子宮がんである。
A (1), (2)   B (1), (5)   C (2), (3)   D (3), (4)   E (4), (5)

７．保健統計に関する記述で誤っているのはどれか。
A　一時点における集団の断面的な統計が人口静態統計であり、代表的なものが国勢調査である。
B　国勢調査は5年に1度実施され、その結果によって算出される生命表を完全生命表という。
C　一定期間における集団内の死亡、出生などの変化を扱うのが人口動態統計である。
D　健康指標として疾患別死亡率がしばしば使われるが、これは死亡率が疾病の発生状況をよく反映するからである。
E　罹患率は一定期間内に新たに発生した患者数の単位人口に対する割合である。
８．毎年、健康診断を受けている者は、そうでない者に比べて肺がんの5年生存率が長いことが知られている。しかし、早期発見してもほとんど有効な治療法のない組織型の肺がんについても5年生存率が長くなる。この理由としてもっとも適切なのはどれか。
A　リードタイム（先行期）バイアス
B　セレクション（選択）バイアス
C　リコール（思い出し）バイアス
D　誤分類
E　交絡
９．奇形児の出産と妊娠中のサリドマイド服薬との関連性を調査するために、患者対照研究を行ったところ、奇形児を出産した母親の方が、そうでない母親よりもビタミン剤を多量に摂取しているという結果が出た。ビタミン剤と奇形児との出産には関連性がないとすると、理由としてもっとも適切なのはどれか。
A　リードタイム（先行期）バイアス

B　セレクション（選択）バイアス

C　リコール（思い出し）バイアス

D　誤分類

E　交絡

１０．疫学調査について正しいのはどれか。
(1) リスクコミュニケーションとは、健康影響をきたす恐れのある生産物（食品など）について生産者に情報開示を求めることである。
(2) 介入試験で、追跡観察中に暴露危険性を認めた場合、途中で調査を打ち切る場合がある。
(3) 「平均への回帰」とは、1回目のスクリーニングで異常値を示した対象者を再測定した場合に2回目の測定値が集団全体の平均に近づく現象である。
(4) メタアナリシスとは、独立して行われた複数の疫学研究のデータを統合して統計的解析を行い、疫学的関連を検証する手法である。
(5) Population Strategyとは、集団全体の中で発病リスクの高い者だけを対象に予防的介入を行うことである。
A (1), (2), (3)   B (1), (2), (5)   C (1), (4), (5)   D (2), (3), (4)   E (3), (4), (5)

１１．神経管の先天性奇形のリスクについて患者対照研究を行った。母体の葉酸欠乏が患児の母親100人のうち20人、対照の児の母親250人のうち10人にみられた。葉酸欠乏による神経管先天性奇形のオッズ比はどれか。
A　2
B　3
C　4
D　5
E　6
１２．産業保健の3管理のうち、作業管理に該当するものを2つ選べ（順不同でよい）。
A　空調システムの点検・巡視
B　正しい作業手順の確認
C　労働者への健康教育
D　環境中の有害物質濃度の測定
E　残業時間の調査
１３．正しいのはどれか。
(1) 常時50人以上を雇用する事業所は産業医を選任しなけらばならない。
(2) 産業医の要件は労働安全衛生法に定められている。
(3) 産業医は月に1度、職場巡視を行う。
(4) 産業医は業務上疾病の認定を行う。
(5) 産業医は当該職場の総括安全衛生管理者になる。
A (1), (2), (3)   B (1), (2), (5)   C (1), (4), (5)   D (2), (3), (4)   E (3), (4), (5)

１４．船倉内の清掃をしていた作業員の1人が倒れ、様子を見に行った他の2人の作業員も続いて倒れた。現場に異臭はない。考えられるのはどれか。
A　減圧症（潜函病）
B　酸素欠乏症
C　硫化水素中毒
D　塩素ガス中毒
E　熱中症
１５．職業性肺がんと関連があるのはどれか。
(1) アスベスト
(2) 6価クロム
(3) 砒素
(4) 有機水銀
(5) マンガン
A (1), (2), (3)   B (1), (2), (5)   C (1), (4), (5)   D (2), (3), (4)   E (3), (4), (5)

１６．最近のわが国の精神障害者の医療について正しいのはどれか。2つ選べ（順不同でよい）。
A　精神病床は増加傾向にある。
B　措置入院患者数は減少している。
C　任意入院は入院患者の半数に満たない。
D　入院患者でもっとも多いのは統合失調症である。
E　精神病床の平均在院日数は約180日である。
１７．過去20年間で2倍以上、医師数の増加している診療科はどれか。
(1) 循環器科
(2) 精神科
(3) 内科
(4) 小児科
(5) 麻酔科
A (1), (2), (3)   B (1), (2), (5)   C (1), (4), (5)   D (2), (3), (4)   E (3), (4), (5)

１８．地域医療支援病院の機能として適切なのはどれか。
(1) 地域住民の健康診断を引き受ける。
(2) 混合診療を積極的に推進する。
(3) 救急患者を受け入れる。
(4) 医療の効率化を促進する。
(5) 診療所からの紹介患者を診療する。
A (1), (2), (3)   B (1), (2), (5)   C (1), (4), (5)   D (2), (3), (4)   E (3), (4), (5)

１９．医療計画について正しいのはどれか。3つ選べ（順不同でよい）。
A　一次医療圏を設定する。
B　二次医療圏は市または郡の範囲とほぼ一致する。
C　二次医療圏の病床数が基準病床数を上回ると増床は困難である。
D　基準病床数の算定には年齢構成を考慮する。
E　北海道を除くと、三次医療圏は都府県の範囲に一致する。
２０．病院医療の質の評価について適切なのはどれか。
A　病院自身による自己評価は客観性が低いので行わない方がよい。
B　病院間における治療成績の比較には患者のリスク調整が必要である。
C　患者の評判や口コミ（くちこみ）によって医療の質は正しく判定できる。
D　第三者評価は患者のプライバシーを侵す可能性があるので避けた方がよい。
E　一定患者数当たり医師数は過程（process）の指標である。
２１．国民医療費について正しいのはどれか。2つ選べ（順不同でよい）。
A　最近の国民医療費は30兆円を超えている。
B　傷病大分類別にみると悪性新生物がもっとも多い。
C　老人保健制度による医療費は国民医療費の5割を超える。
D　国民医療費の中で医療保険財源の占める割合は約50%である。
E　国民医療費の国民所得に占める割合は約15%である。
２２．わが国の医療保険について正しいのはどれか。
A　病気になった場合には原則として現金給付がされる。
B　医療費は毎年、医療機関と保険組織との料金交渉により決定される。
C　単独の組織では政府管掌健康保険がもっとも加入者数が多い。
D　加入者中の高齢者割合は組合管掌健康保険がもっとも高い。
E　混合診療とは医療保険を介護保険の双方から支払を受けることである。
２３．28歳の外国人女性。4か月前に日本に来てから全身倦怠感、体重減少、微熱および咳が続いている。来院時の喀痰塗沫細胞検査で抗酸菌を認める。本国に居住する家族3名が最近肺結核にて入院した。事情により、高額な医療費は払えないという。この症例に適切な対応はどれか。
(1) 滞在が適法であることを確認してから治療を開始する。
(2) 医療費を請求しない検査については本人の同意を必要としない。
(3) 本国の家族の病状についての情報を集める。
(4) 二次感染予防のための生活指導を行う。
(5) プライバシー保護のため、支援グループとの関わりを避ける。
A (1), (2)   B (1), (5)   C (2), (3)   D (3), (4)   E (4), (5)

２４．正しいのはどれか。3つ選べ（順不同でよい）。
A　在宅医療に関する法的裏付けは医療法にある。
B　在宅人工呼吸器療法は保険給付の対象外である。
C　わが国の医療介護施設の監査は構造（structure）の視点が中心である。
D　介護老人保健施設の管理者は医師でなくてもよい。
E　高齢患者の治療方針の検討にあたって患者の意向やQOLは重要である。
２５．65歳女性。乳がんの既往あり。身寄りがなく独居であった。半年前に発症した腰痛がひどくなり、受診したところ、乳がんの骨転移と診断された。入院して治療を行ったが、完治は困難である。一応、病状が安定しているので、麻薬系鎮痛剤を使用できれば退院は可能と判断された。ADL（日常生活動作能力）の状態としては、独歩不能だが、車椅子で移動は可能なレベルである。本人は病状をきちんと理解しており、自宅に戻って一人暮らしをしたいと強く希望している。正しいのはどれか。
A　がんによるものなので、介護保険の適応にはならない。
B　独居であるため介護保険の申請をすれば、要介護度はより高く設定される。
C　入院中でも介護保険の要介護認定を申請することができる。
D　在宅での麻薬系鎮痛剤による疼痛治療は保険診療として認められていない。
E　介護保険によるがん患者宅へのヘルパー派遣は認められていない。
公式解答
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